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新しい学習指導要領

第４回において各委員から示された課題意識について

令 和 ５ 年 ５ 月 2 9 日
今後の教育課程、学習指導及び学習評価等
の在り方に関する有識者検討会（第５回）

資 料 １ － １



幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策について（平成28年12月中央教育審議会答申）

第１部 第４章 学習指導要領の枠組みの改善と「社会に開かれた教育課程」
２．学習指導要領の改善の方向性
（１）学習指導要領等の枠組みの見直し

（「学びの地図」としての枠組みづくりと、各学校における創意工夫の活性化）
〇 新しい学習指導要領等に向けては、以下の６点に沿って改善すべき事項を

まとめ、枠組みを考えていくことが必要となる。
①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力）
②「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階間のつながりを
踏まえた教育課程の編成）

③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施、学習・指導の改善
・充実）

④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達を踏まえた指導）
⑤「何が身に付いたか」（学習評価の充実）
⑥「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の理念を実現するために必要
な方策）
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参考：学習指導要領（平成29年公示）前文・総則の構成と改訂事項

【前文】
・ 教育の目的・目標
・ 豊かな人生と持続可能な社会の創り手の育成
・ 社会に開かれた教育課程
・ 学校段階等間の接続と小学校学習指導要領 など

【総則】
第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割

・ 生きる力の育成に向けた資質・能力の３つの柱
・ カリキュラム・マネジメントの充実 など

第２ 教育課程の編成

・ 学校の教育目標
・ 学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力）
・ 現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力 など

第３ 教育課程の実施と学習評価

・ 単元等のまとまりごとの主体的・対話的で深い学び、見方・考え方
・ 学習評価（指導と評価の一体化、妥当性・信頼性の確保）
・ 言語活動（言語能力の育成）
・ コンピュータ等の情報手段活用（情報活用能力の育成）

第４ 児童の発達の支援

・ ガイダンスとカウンセリングによる発達の支援
・ 生徒指導、個に応じた指導、キャリア教育
・ 障害のある児童生徒、日本語指導、不登校児童生徒への配慮

第５ 学校運営上の留意事項

・ 校務分掌に基づく役割分担と連携
・ カリキュラム・マネジメントと学校評価や各種全体計画との関連付け
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第４回において各委員から示された課題意識学習指導要領総則
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